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2006年12月17日、国立劇場で上演された「元禄忠臣蔵～第三部～」にちなみ、4回にわたって、忠臣蔵や江戸の世界を

「浮世絵」を通してご案内しています。前回は、風光明媚な場所を描いた「名所絵」をご紹介しました。第3回は「歌舞伎と浮

世絵」です。

 

人人人人気気気気ののののバロメーターバロメーターバロメーターバロメーター、、、、役者役者役者役者絵絵絵絵

日本を代表する伝統芸能、歌舞伎は、江戸の庶民にとって最大の娯楽でした。歌舞伎役者は時代のアイドルであり、フ

ァッションリーダーでもありました。江戸の人々は、芝居を観に行くだけでなく、ひいきの役者の浮世絵版画を買ったり、

その役者がトレードマークのように使用している柄を浴衣や手拭いなどで身につけたりしました。 

彼らのような人気者を浮世絵の題材に使わない話はありません。当然のごとく、評判の役者や舞台を描いた浮世絵版

画が数多く作られています。 

今の時代なら、カメラマンが何十枚、何百枚と撮影し、被写体が最も美しく撮れた瞬間を媒体に提供するのでしょうが、

絵師たちは、歌舞伎役者のここぞという一瞬の姿を切り取って描きました。もちろん、写真のように本人そのままとはい

きませんが、役者の特徴が見事に表現され、当時の役者を知らない私たちにも、魅力や人気のほどが伝わってきます。 

また、これらの役者絵・芝居絵は、浮世絵や歌舞伎の研究の対象として重要な資料であるだけでなく、上演されなくなっ

ていた演目を復活する際に、資料として使用されることもあるようです。

絵絵絵絵師師師師とととと版元版元版元版元のののの勝負勝負勝負勝負をかけたをかけたをかけたをかけた役者役者役者役者絵絵絵絵

港区生まれの人気絵師に、初代歌川豊国(うたがわとよくに)（１７６９～１８２５）がいます。豊国の出世作となったのが、

「役者舞台之姿絵（やくしゃぶたいのすがたえ）」という役者浮世絵のシリーズ。豊国の絵はシンプルな背景に、見得（み

え）を切る役者の姿をダイナミックに描いた独特の画風。「役者舞台之姿絵」は、芝神明（しばしんめい）前三島町（現在

の日本赤十字社の東あたり）にあった版元・四代目和泉屋市兵衛（いずみやはちべえ）（文政６（１８２３）年没）にとっても

勝負をかけた作品で、このシリーズのヒットが両者にとっても重要なターニングポイントになったと言えるでしょう。巧妙な

筆づかいによる表情と仕草、そして全面にあふれる役者の魅力で、「役者舞台之姿絵」は一世を風靡し、豊国一門から

は国貞（くにさだ）（１７８６～１８６４・後の三代豊国）、国芳（くによし）（１７９７～１８６１）など優れた門人が世に出ました。 

港郷土資料館の特別展「ＵＫＩＹＯ―Ｅ －名所と版元－」では、豊国の「役者舞台之姿絵／かうらいや」を出展しました。

「かうらいや」＝「高麗屋（こうらいや）」は松本幸四郎家の屋号で、絵のモデルは五代目松本幸四郎です。今回「元禄忠

臣蔵」第三部で大石内蔵助を演じられる松本幸四郎さんは九代目ですから、さかのぼること四代。浮世絵に描かれた江

戸歌舞伎と、現代の歌舞伎を見比べてみるのも面白いですね。



（元禄忠臣蔵特集でご紹介している浮世絵は港区立港郷土資料館所蔵品です。次回は「忠臣蔵と浮世絵」をご紹介しま

す）

港区立港郷土資料館（文化財保護調査員） 

小澤絵理子

 

 
▲「「「「役者舞台之姿役者舞台之姿役者舞台之姿役者舞台之姿絵絵絵絵／／／／かうらいやかうらいやかうらいやかうらいや」」」」 <歌川歌川歌川歌川 豊豊豊豊国国国国（（（（初代初代初代初代））））>寛寛寛寛政政政政6年年年年

（（（（1794）））） 

後に五代目松本幸四郎を襲名した三代目市川高麗蔵（こまぞう）で

す。敵役（かたきやく）に優れ、鶴屋南北の作品で多くの主役をつとめ

ました。「鼻高幸四郎（はなたかこうしろう）」の異名あり。

←「「「「絵絵絵絵兄弟忠臣兄弟忠臣兄弟忠臣兄弟忠臣蔵蔵蔵蔵／／／／十一段目十一段目十一段目十一段目」」」」 〈〈〈〈歌川歌川歌川歌川 

国国国国貞貞貞貞（（（（初代初代初代初代）〉）〉）〉）〉天保天保天保天保4年年年年（（（（1833））））頃頃頃頃 

背景に「仮名手本忠臣蔵」の名場面を

描き、手前の女性のポーズや持ち物で

その場面を暗示するという趣向。これ

は「討ち入り」の場面で、提灯を持った

義士（矢間重太郎）と炭小屋から引きず

り出される高師直（こうのもろなお／吉

良上野介）が描かれています。行灯を

手に持った寝巻き姿の美人は、義士に

捕えられた師直を模しています。

 
 

▲「「「「神明神明神明神明恵恵恵恵和合取組和合取組和合取組和合取組（（（（かみのめぐみわごうのとりくみかみのめぐみわごうのとりくみかみのめぐみわごうのとりくみかみのめぐみわごうのとりくみ）」）」）」）」<香蝶香蝶香蝶香蝶楼楼楼楼：：：：歌川歌川歌川歌川 国国国国

貞貞貞貞（（（（三代三代三代三代））））>明治明治明治明治23年年年年（（（（1890）））） 

火事と喧嘩は江戸の華。文化2年（1805）2月、芝神明の勧進相撲でおこ

った力士と火消しの鳶の大喧嘩は歌舞伎の演目となりました（「御摂曾

我閏正月（ごひいきそがうるうのしょうがつ）」文政5年（1822））。この絵

は明治23年（1890）初演の歌舞伎「神明恵和合取組」の舞台を描いたも

の。舞台となった芝大神宮の狛犬の台には、火消しの「め組」の銘が残

されています。

 
▲「「「「東都高輪泉岳寺開帳群集之東都高輪泉岳寺開帳群集之東都高輪泉岳寺開帳群集之東都高輪泉岳寺開帳群集之図図図図（（（（とうとたかなわせんがくじかいちょうくんじゅのずとうとたかなわせんがくじかいちょうくんじゅのずとうとたかなわせんがくじかいちょうくんじゅのずとうとたかなわせんがくじかいちょうくんじゅのず）」）」）」）」<歌川歌川歌川歌川 豊豊豊豊国国国国（（（（三代三代三代三代））））>弘化弘化弘化弘化4年年年年～～～～嘉永嘉永嘉永嘉永5年年年年（（（（1847-52））））頃頃頃頃 

「仮名手本忠臣蔵」の登場人物たちが、開帳で賑わう泉岳寺に参詣にやってきたという趣向。  (1)一文字屋才兵衛（いちもんじやさいべえ／十二



代市村羽左衛門） (2)加古川本蔵（かこがわほんぞう／五代沢村宗十郎） (3)戸

無瀬（となせ／四代尾上梅幸） (3)小浪（こなみ／三代岩井粂三郎） (4)大星由良

之助（おおぼしゆらのすけ／四代中村歌右衛門） (5)寺岡平右衛門（てらおかへ

いえもん／二代浅尾奥山） (6)早野勘平（はやのかんぺい／八代市川団十郎） 

(7)おかる（初代坂東しうか） (8)斧定九郎（おのさだくろう／六代松本幸四郎） 

［参考資料：「忠臣蔵の世界」（赤穂市立歴史博物館特別展図録）］
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